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門
子
の
軍
隊
は
、
城
子
溝
の
軍
隊
は
ど
う
な
っ
た
ろ
う
か

…
…
。
恐
ら
く
ソ
連
軍
と
激
戦
を
し
て
い
る
に
違
い
な

い
。
南
方
に
移
動
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
だ
け

に
、
残
さ
れ
た
兵
力
で
は
、
と
て
も
太
刀
打
ち
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
と
考
え
る
と
夜
も
お
ち
お
ち
眠
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
長
年
に
わ
た
り
苦
労
さ
れ
た
開

拓
団
の
皆
さ
ん
は
ど
う
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

僅
か
三
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
日
叩
か
れ
な
が
ら
、

寒
さ
に
震
え
な
が
ら
も
過
ご
し
た
北
満
警
備
の
こ
と
が

次
々
と
思
い
出
さ
れ
、
ソ
連
軍
と
戦
っ
て
い
る
日
本
軍
の

こ
と
が
他
人
事
の
よ
う
に
思
え
ず
、
ど
う
ぞ
被
害
が
軽
微

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
、
祈
ら
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。日

ソ
不
可
侵
条
約
を
結
び
な
が
ら
、
一
方
的
に
こ
れ
を

破
棄
し
、
満
州
に
雪
崩
れ
込
ん
だ
ソ
連
に
対
し
、
激
し
い

憤
り
を
感
じ
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
が
始
ま
っ
て

以
来
、
南
方
に
中
国
に
北
辺
に
と
、
各
地
で
敗
戦
を
聞
く

度
に
、
再
び
召
集
令
状
を
頂
戴
し
、
軍
人
と
し
て
御
国
の

た
め
に
お
役
に
立
ち
た
い
と
毎
日
念
願
し
て
、
待
ち
受
け

て
い
た
自
分
が
戦
友
た
ち
に
申
し
訳
な
い
気
持
で
、
終
戦

の
詔
勅
に
涙
を
流
し
ま
し
た
。

戦
争
は
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
五
十
七
年
前
の

悲
劇
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
深
く
心
に
刻
ん
で
お

り
ま
す
。

昭
和
十
四
年
四
月
二
十
九
日
（
昔
の
天
長
節
）
に
勲
八

等
を
受
章
し
ま
し
た
。
勲
章
を
眺
め
な
が
ら
、
こ
れ
を
唯

一
の
誇
り
と
し
、
余
生
を
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
尽
く

す
決
意
で
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

満
ソ
国
境
異
常
な
し

福
岡
県

堤

繁

人

福
岡
県
三
潴
郡
三
潴
町
に
榮
次
を
父
と
し
、
タ
ネ
を
母

と
し
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
生
ま
れ
た
。
男
三

人
、
女
四
人
の
七
人
兄
弟
の
長
男
だ
っ
た
の
で
、
大
塚
尋

常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
は
家
業
の
農
業
の
手
伝
い
を
し
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た
。当

時
は
満
州
か
ら
中
国
大
陸
へ
と
戦
線
が
拡
大
し
、
出

征
兵
士
を
送
る
日
も
増
え
て
き
た
。
私
も
い
つ
か
こ
の
日

の
来
る
の
を
覚
悟
し
て
青
年
学
校
へ
入
り
、
心
身
を
鍛

え
、
鍛
錬
に
鍛
錬
を
重
ね
た
。

青
年
学
校
を
終
了
後
、
農
業
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
後

輩
の
指
導
に
当
た
っ
た
。

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
三
月
四
日
、
臨
時
召
集
の

た
め
歩
兵
第
四
十
八
連
隊
留
守
隊
に
応
召
し
、
同
日
第
四

中
隊
の
留
守
隊
に
入
隊
と
な
っ
た
。

七
月
十
日
「
軍
令
陸
乙
第
二
十
二
号
」
に
よ
り
、
同
年

八
月
一
日
、
西
部
第
四
十
八
部
隊
中
原
隊
に
編
入
さ
れ

た
。九

月

四
日

一
等
兵
に
進
級
。

九
月
三
十
日

召
集
解
除
に
な
っ
た
。

召
集
解
除
ま
で
の
初
年
兵
教
育
が
大
変
で
、
九
州
一
の

部
隊
に
な
る
の
だ
と
、
訓
練
に
つ
ぐ
訓
練
で
、
夜
も
昼
も

な
く
、
青
年
学
校
で
の
教
育
と
は
大
分
異
な
っ
て
い
た
。

こ
の
初
期
教
育
が
、
再
度
の
召
集
の
満
州
の
軍
隊
生
活

で
大
い
に
役
立
っ
た
と
今
で
も
信
じ
て
い
る
。
召
集
解
除

後
、
帰
郷
、
農
業
に
専
念
し
、
食
糧
増
産
に
励
ん
だ
。
ま

た
青
年
学
校
で
後
輩
の
教
育
と
体
育
に
力
を
尽
く
し
、
後

顧
の
憂
い
な
い
よ
う
努
力
し
た
。

昭
和
十
六
年
七
月
、
再
度
の
応
召
を
受
け
、
久
留
米
西

部
第
四
十
八
部
隊
に
入
隊
し
、
同
月
同
日
、
満
州
第
三
百

六
部
隊
（
歩
兵
第
四
十
八
連
隊
）
に
編
入
さ
れ
た
。

七
月
二
十
八
日
「
軍
令
陸
甲
第
三
十
五
号
」
に
よ
り
臨

時
編
成
「
甲
」
が
下
令
さ
れ
、
八
月
四
日
編
成
が
完
結
し

た
。七

月
二
十
七
日
、
満
州
派
遣
の
た
め
門
司
港
を
出
発
し

た
。
七
月
三
十
日
釜
山
港
に
上
陸
し
、
八
月
三
日
、
牡
丹

江
省
東
寧
県
城
子
溝
に
到
着
し
た
。
満
州
第
三
百
六
部
隊

（
伊
東
隊
）
に
編
入
さ
れ
、
同
地
の
警
備
に
つ
い
た
。

玄
界
灘
を
越
え
る
時
も
時
化
に
あ
っ
た
覚
え
も
な
く
、

三
昼
夜
か
か
っ
た
鉄
路
輸
送
も
、
そ
ん
な
に
苦
痛
で
も
な

く
、
山
林
に
樹
木
が
少
な
く
、
田
畑
も
内
地
ほ
ど
手
入
れ

さ
れ
て
い
な
い
な
と
、
余
裕
を
も
っ
て
風
景
を
視
る
こ
と

が
で
き
た
。
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東
寧
県
城
子
溝
に
警
備
中
は
、
十
月
二
十
七
日
か
ら
昭

和
十
七
年
一
月
十
四
日
ま
で
の
間
に
冬
期
討
伐
に
参
加
し

た
。
討
伐
と
言
っ
て
も
正
規
軍
で
な
く
、
土
匪
の
類
で
日

本
軍
の
敵
で
は
な
か
っ
た
。

警
備
中
、
最
も
困
難
を
極
め
た
の
は
飲
料
水
の
確
保

だ
っ
た
。
生
水
は
飲
め
な
い
の
は
勿
論
、
水
や
湧
き
水
を

求
め
て
、
一
キ
ロ
、
二
キ
ロ
離
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
、
数
人

で
水
運
び
を
毎
日
行
っ
た
。
治
安
も
比
較
的
よ
い
と
こ
ろ

な
の
で
、
水
運
搬
の
途
中
に
襲
撃
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。主

食
も
内
地
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
が
、
本
部
か
ら
定
糧

が
支
給
に
な
り
、
現
地
調
達
と
い
う
無
理
算
段
を
犯
す
こ

と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
比
較
的
治
安
が
良
か
っ
た
原
因

だ
と
思
う
。

討
伐
の
合
間
を
み
て
、
対
ソ
戦
に
備
え
て
、
猛
訓
練
の

毎
日
だ
っ
た
。
張
鼓
峰
・
ノ
モ
ン
ハ
ン
両
事
件
の
後
、
満

ソ
国
境
は
比
較
的
平
穏
で
あ
っ
た
。
百
万
の
関
東
軍
健
在

な
ら
ば
と
「
意
気
、
天
を
衝
く
」
も
の
が
あ
っ
た
。
わ
れ

ら
あ
れ
ば
「
満
ソ
国
境
異
常
な
し
」
と
意
気
ご
ん
だ
。

日
常
生
活
で
一
番
困
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
、

飲
み
水
の
確
保
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
次
は
新
鮮
な
野
菜
の

入
手
で
あ
る
。
ま
た
健
康
上
一
番
注
意
を
要
し
た
の
は
凍

傷
に
か
か
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
指

の
切
断
と
な
る
の
だ
。
注
意
の
上
に
も
注
意
を
重
ね
た
。

日
曜
日
は
近
く
に
は
部
落
も
な
く
、
映
画
館
も
な
い
。

酒
保
で
酒
か
甘
い
物
を
買
っ
て
食
べ
る
し
か
な
い
。
自
然

と
貯
金
が
増
え
た
が
使
い
途
が
な
く
、
残
高
を
見
せ
あ
っ

て
苦
笑
い
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
一
月
三
十
日
、
冬
期
討
伐
終
了
後
、
盲
腸

炎
の
た
め
東
寧
第
一
陸
軍
病
院
に
入
院
し
た
が
、
二
月
に

退
院
が
で
き
、
部
隊
に
復
帰
し
、
軍
務
に
戻
っ
た
。

二
月

四
日
〜
三
月
十
二
日

病
院
地
区
警
備

三
月
十
二
日
〜
七
月

三
日

六
〇
五
高
地
警
備

四
月
三
十
日
〜
八
月
十
九
日

六
〇
五
高
地
附
近
の
警

備
七
月
二
十
日

上
等
兵
に
進
級
し
た
。

十
一
月
二
十
七
日
、
転
属
の
た
め
東
寧
県
城
子
溝
へ
向

け
て
出
発
す
る
。
同
月
二
十
八
日
、
鮮
満
国
境
を
通
過
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し
、
同
日
付
で
西
部
第
四
十
八
部
隊
に
転
属
に
な
っ
た
。

十
二
月
二
日
博
多
港
に
上
陸
、
同
日
、
西
部
第
四
十
八

部
隊
に
着
い
た
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
九
日
、
兵
長
に
進
級
す
る
。

同
月
十
日
、
召
集
解
除
に
な
っ
た
。

帰
郷
後
は
家
業
の
農
業
に
復
帰
し
て
食
糧
増
産
に
励
ん

だ
。大

東
亜
戦
争
も
既
に
始
ま
り
、
い
つ
召
集
が
き
て
も
よ

い
よ
う
に
心
の
準
備
を
し
て
い
た
が
、
召
集
の
な
い
ま

ま
、
八
月
十
五
日
を
迎
え
た
。

緒
戦
の
破
竹
の
勢
い
が
い
つ
か
、
守
り
の
姿
勢
に
な

り
、
玉
砕
に
つ
ぐ
玉
砕
で
、
本
土
決
戦
、
一
億
玉
砕
ま
で

追
い
つ
め
ら
れ
原
爆
投
下
に
よ
り
終
戦
に
な
っ
た
。

今
で
こ
そ
言
え
る
が
、
満
州
の
精
鋭
百
万
の
関
東
軍
は

根
こ
そ
ぎ
、
南
方
の
激
戦
地
に
転
属
に
な
り
、
満
州
に
は

ソ
連
に
対
抗
で
き
る
軍
隊
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
軍
を
倒
し
た
ソ
連
軍
は
、
八
月
六
日
、

日
ソ
中
立
条
約
を
一
方
的
に
破
棄
し
、
怒
濤
の
進
撃
で
満

州
を
侵
略
し
た
。
そ
の
結
果
、
六
十
万
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留

者
、
引
揚
者
、
戦
災
孤
児
等
の
問
題
が
未
だ
に
解
決
し
な

い
で
残
っ
て
い
る
。

私
と
一
緒
に
入
営
し
た
初
年
兵
の
大
部
分
は
北
支
に
わ

た
り
、
転
戦
に
つ
ぐ
転
戦
で
音
信
不
通
の
人
が
多
い
満
州

か
ら
僅
か
三
年
で
帰
国
し
、
召
集
解
除
に
な
り
、
そ
の
ま

ま
終
戦
を
迎
え
た
人
は
少
な
い
。
運
が
よ
か
っ
た
と
い
う

の
か
、
私
に
も
わ
か
ら
な
い
。

戦
後
は
混
乱
と
多
難
な
社
会
情
勢
下
で
食
糧
増
産
と
供

出
遂
行
に
率
先
し
、
日
本
復
興
の
一
翼
を
荷
っ
た
。
そ
の

後
も
農
業
の
機
械
化
と
合
理
化
に
取
り
組
み
、
郷
土
の
発

展
に
寄
与
し
た
と
自
負
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
、
良
縁
を
得
て
結
婚
し
、
二
人
の

男
の
子
に
恵
ま
れ
た
。
現
在
次
男
夫
妻
と
同
居
し
て
い

る
。農

業
委
員
、
消
防
団
分
団
長
、
青
年
団
長
、
三
潴
町
県

営
圃
場
整
備
事
業
役
員
、
筑
後
川
土
地
改
良
役
員
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
等
地
域
の
役
員
を
務
め
て
き
た
が
、
現
在
は
、
家

内
と
盆
栽
造
り
や
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
平
和
な
毎
日
を
過

ご
し
て
い
る
。
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